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めの留意点を整理している．さらに，本論文の構成を紹介している．   
 第２章では，研究背景としてミャンマーにおける地震活動を整理している．ミャン
マー周辺のプレートテクトニクス，特にインド -ビルマ山脈地帯における断層に関する
地理学的知見を整理し，これらで発生したマグニチュード 6 以上の歴史地震， 2002 年
以降のマグニチュード５以上の地震を紹介し，特に 2012 年 Thabeikkyin 地震と 2016
年 Chauk 地震において観測された地震記録や被害状況を示している．   
 第３章では，ミャンマーにおける長大橋梁とその設計基準について整理している．






















































































要旨公開可能日：令和 2年 3月 23日以降 
 
